

























































































なっているが、台風の影響で 2017 年 7 月 24 日～ 26 日の 3 日間の調査期間となった。そこ
で、改めて 2017 年 10 月 6 日～ 10 日に 5 日間の調査を実施した。
蚊族の成虫調査は、各調査区にドライアイスを CO2 発生源に用いた CDC ライトトラッ
プ（以下、ドライアイス - ライトトラップという）1 機を 1 晩設置した。蚊族の生息状況を
調査する目的で幼虫調査を実施した。調査区内の 3 調査地点にオビトラップ（L01 ～ L03）
を設置した。さらに、側溝や溜枡などの水域の 3 調査地点（L04 ～ L06）で、ヒシャク・
ピペット法にて幼虫の生息状況を確認した。なお、捕獲器具については山内・笠井（2016）
を参照されたい。
蚊族成虫調査は、2017 年 7 月 23 日～ 24 日に実施した。オビトラップによる幼虫調査は、
国土交通省小笠原総合事務所内の東京検疫所小笠原出張所の検疫官の協力を得て、2017 年
7 月 10 日～ 26 日の 17 日間実施した。
（2）父島広域調査 
蚊族の成虫調査では、日中に 8 分間人囮法（調査地点に 8 分間立ち、吸血のために飛来
する蚊を網で捕集するもの）を 2017 年 7 月 25 日～ 27 日に実施した。幼虫調査では、目視
で溜枡、瓶などの人工容器及び石穴、樹洞などの自然発生場所を探し、2017 年 7 月 23 日
～ 27 日に採集を行った。
（3）母島港湾調査
蚊族の成虫調査では、調査区内の代表的な調査点 A01 においてドライアイス - ライトト
ラップを 1 晩設置した。また、調査地点 A01 ～ A06 において BG センチネル 2 を 1 晩設置
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し回収した後、2017 年 10 月 12 日～ 15 日に人囮法による調査を各 8 分実施した。幼虫調
査では、父島広域調査と同様に調査区内において自然発生場所を探し、2017 年 10 月 13 日


























調査区 HTM Ⅰ、HTM Ⅱ 2 カ所で捕獲されたねずみ族の合計は、7 月の調査では 8 頭、
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10 月の調査では 13 頭で全てクマネズミであった。外観測定値を表 1 に示す。2017 年 10 月
に捕獲された成獣の頭胴長の平均値は、2015 年と 2016 年に比べて有意に短かった（p ＜
0.05）。父島では、9 月～ 1 月の間に繁殖が盛んになることが知られている（環境省・小笠
原自然文化研究所、2014；後藤ら、2016）。2017 年 10 月に捕獲した成獣には成長段階の個
体が含まれていたと考えられる。一方、2015 年は 9 月に 2016 年は 6 月に捕獲調査を実施
した。そのため、頭胴長が両年に比べて短かったのではないかと推察された。
2015 年から 2017 年の 3 年間に捕獲されたクマネズミ個体の頭胴長と尾長をクマネズミ 2


















2017/7/25 HTMⅠ R02 オス 105 158 184 34 25 なし
2017/7/25 HTMⅠ R09 オス 123 174 +141 37 22 あり（猫条虫）
2017/7/25 HTMⅠ R10 オス 81 146 173 35 21 なし
2017/7/25 HTMⅡ R01 メス 138 179 195 37 22 なし
2017/7/26 HTMⅠ R05 メス 106 170 +80 31 22 なし
2017/7/26 HTMⅠ R06 オス 44 115 150 30 22 なし
2017/7/26 HTMⅠ R07 オス 45 119 116 34 19 なし
2017/7/26 HTMⅡ R01 メス 87 146 200 35 16 なし
2017/10/7 HTMⅠ R02 メス 117 157 204 32 23 なし
2017/10/7 HTMⅠ R04 オス 54 122 174 31 20 なし
2017/10/7 HTMⅠ R10 オス 64 120 151 30 23 なし
2017/10/7 HTMⅡ R02 メス 115 154 204 35 24 なし
2017/10/7 HTMⅡ R03 メス 93 147 200 33 23 なし
2017/10/7 HTMⅡ R10 メス 133 159 214 35 24 なし
2017/10/8 HTMⅠ R09 オス 89 143 +130 35 25 なし
2017/10/8 HTMⅠ R10 メス 18 86 106 25 18 なし
2017/10/8 HTMⅡ R05 メス 142 142 203 32 23 なし
2017/10/9 HTMⅡ R10 メス 61 118 160 32 21 なし
2017/10/10 HTMⅡ R03 オス 93 148 195 35 21 なし
2017/10/10 HTMⅡ R05 オス 99 168 209 35 21 なし




諸島のクマネズミ（2n = 42）の遺伝子には、R. tanezumi と R. rattus の両方の遺伝子が検
出されていることから（神戸ら、2013）。二見港のクマネズミは過去においてオセアニア型
の個体との交雑があった可能性が推察された。









ける猫条虫の寄生を 1 頭のクマネズミで確認した（表 1）。この結果から、父島のクマネズ
ミにおける検疫感染症保持の可能性はこれまでのところ低いことが示された。
2015 年から 2017 年までの調査で捕獲されたねずみ族 48 頭全てがクマネズミであり、延
べワナ数より捕獲率は平均 8.6％であった（図 3）。各調査区及び合計の捕獲率について、
年度間での有意差は認められず、捕獲率が低下する傾向は認められなかった（p ＞ 0.05, χ2













図中の枠は飯島・土屋（2015）の Rattus rattus（オセアニア型）のサイズ範囲 































図 3　父島の調査区（HTMI と HTMⅡ）におけるクマネズミ捕獲率の経年変化
表 2　父島二見港で捕集された蚊族成虫の個体数













HTM Ⅰ 0 2 0 2 陰性
HTM Ⅱ 0 0 0 0 -
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成虫は、アカイエカ群 Cx. pipiens gr.（形態学的な同定が困難であったため、群とした）、
ヒトスジシマカ及びオガサワライエカ Culex boninensis の合計 6 個体と少なかった（表 4）。
蚊の幼虫は、捕集する時季により個体数が変動するため、種ごとの捕集地点数から評価す
ると、優先種はヒトスジシマカおよびアカイエカ群であることが明らかになった（表 4）。




調査点番号 水域の種類 水の有無 水温（℃） 採集の有無 幼虫個体数
HTM Ⅰ L01 オビトラップ 有り 30.7 有り 23
HTM Ⅰ L02 オビトラップ 有り 27.3 有り 5
HTM Ⅰ L03 オビトラップ 有り 27.4 有り 4
HTM Ⅰ L04 側溝 有り 28.9 無し -
HTM Ⅰ L05 溜枡 有り 29.2 無し -
HTM Ⅰ L06 溜枡 無し - 無し -
HTM Ⅱ L01 オビトラップ 有り 27.2 無し -
HTM Ⅱ L02 オビトラップ 有り 27.4 有り 17
HTM Ⅱ L03 オビトラップ 有り 27.3 有り 2
HTM Ⅱ L04 側溝 有り 28.3 無し -
HTM Ⅱ L05 側溝 無し - 無し -





































ることが 明らかになった（表 5）。本州の山林で一般的に見られるヤマダシマカ Ae.




エカ群の他にオガサワライエカ及びトラフカクイカ Lutzia vorax の 3 属 4 種であった（表
6）。これら捕獲された蚊族種は父島のものと同じあった（表 4、表 7）。今回の調査から、
母島沖港周辺の優先種はヒトスジシマカとアカイエカ群であると推察された（表 6、7）。
母島港湾では、蚊族成虫の捕集のために、ドライアイス - ライトトラップ、BG センチネ
ルと人囮法を実施した。これらの捕集方法による蚊族成虫の捕集効率は、ドライアイス -
ライトトラップで 20 個体 / 機、次いで BG センチネル 2 で 4.7 個体 / 回、人囮法は 4.5 個
体 / 回で、ドライアイス - ライトトラップでの捕集効率がもっとも高いことが示された（表

















アイス - ライトトラップを行うのは難しく、BG センチネルと人囮法が現実的な捕集方法と
考えられる。なかでも、8 分間人囮法は使用する器材が簡便で容易に行うことができる捕


































5 12 2 0 0 1 7 13 陰性
BGセンチネル2 6 9 0 0 0 0 6 9 陰性
2017/10/13 ８分間人囮法 0 0 0 0 0 0 0 0 -
HHJ A02
2017/10/12 
 ～2017/10/13 BGセンチネル2 2 0 0 0 0 2 2 2 陰性
2017/10/13 ８分間人囮法 0 0 5 19 1 2 6 21 陰性
HHJ A03
2017/10/13 
 ～2017/10/14 BGセンチネル2 0 0 1 0 1 1 2 1 陰性
2017/10/14 ８分間人囮法 0 0 0 0 0 0 0 0 -
HHJ A04
2017/10/13 
 ～2017/10/14 BGセンチネル2 0 2 1 1 0 0 1 3 陰性
2017/10/14 ８分間人囮法 0 0 0 0 0 0 0 0 -
HHJ A05
2017/10/14 
 ～2017/10/15 BGセンチネル2 0 0 0 0 1 1 1 1 陰性
2017/10/15 ８分間人囮法 0 0 0 0 0 0 0 0 -
HHJ A06
2017/10/14 
 ～2017/10/15 BGセンチネル2 0 0 0 0 0 0 0 0 -
2017/10/15 ８分間人囮法 0 0 0 0 0 0 0 0 -
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Cx. quinquefasciatus、コガタアカイエカ Cx. tritaeniorhynchus、シノナガカクイカ Lt.
shinonagai、トラフカクイカの 3 属 10 種の生息がこれまでに確認されている（Bohart, 










作成、衛生対策を行っている。2015 ～ 2017 年の 3 年間を通じて、父島港湾調査結果はリ
スク B に該当する。リスク B とは、「検疫感染症等の侵入リスクは今のところ低いが、①
引き続き、基礎的調査を継続しつつ、媒介動物の生息密度を下げる衛生対策を実施する。
②翌年の調査は、原則、基礎的調査を継続することとするが、捕獲頭数や捕獲箇所数が多






が、1 調査区あたりの捕獲率は 0.78 頭であった。一方、二見港では、2015 年、2016 年に引
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